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　ガスハイドレートは、日本周辺の海底の堆積物中に存在が確認されており、天然ガスを大量に含む次世代の

エネルギー資源として注目されている。ガスハイドレートの分布や資源量を推定するには、ガスハイドレート

の相平衡条件の十分な理解が必要である。これまで温度、圧力、ガスや水の組成などが相平衡条件へ与える影

響は多く研究されてきたが、特に表層型ガスハイドレートが存在する海域の堆積物を用いた実験的研究はほと

んど行われていない。本研究では、ガスハイドレートの主成分であるメタンと似た挙動を示す二酸化炭素ハイ

ドレートを合成し、表層型ガスハイドレートが分布する日本海の海底で採取された泥質堆積物を含む環境

で、相平衡条件を測定した。その結果、泥質堆積物が存在すると相平衡が低温側に約0.2 ℃、高圧側に約0.1

MPa移動し安定領域が減少することが明らかになった。これは、ガスハイドレートの安定に堆積物の存在が影

響し、ガスハイドレートの分布、資源量の推定に温度・圧力だけでなく堆積物の存在を考慮する必要があるこ

とを示す。
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